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背景と目的

ホンドニジゴミムシダマシ（Tetraphyllus paykullii，図１）

○油膜のような虹色
○甲虫の仲間

〇雨の後など，湿度が高い時に樹皮上で摂食行動
をとる

〇文献1）２）では，ほとんどの研究は害虫のゴミムシダマシ
についての研究→本種の知見は，ほぼ皆無 体長5〜7㎜

実験①本昆虫は樹皮表面を好んで摂食するのか

１ 木のブロック（縦横２㎝，
高さ約７㎜）を作成

２ 実験容器を作成（図２）
３ 供試虫３頭を入れ，暗条
件で48時間静置

４ 糞の量(g)を測定し，比較

結果と考察

実験②樹皮表面抽出物に摂食刺激物質は含まれるのか？～ろ紙法３）による試験～

図１ ホンドニジゴミムシダマシ

図５ ろ紙法の実験容器
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図４ 成分の抽出方法

樹皮表面から，水による成分の直接抽出

１ 調査A実験①と同様の木のブロックの
表面にろ紙法で使用するろ紙を乗せ，
純水0.3mLを滴下し,24時間抽出
→処理区のろ紙とした

２ 対照区は何も処理していないろ紙を
用いてろ紙法による試験を行った
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木のブロック

処理区のみを摂食し，統計
的な有意差が認められた。
(P <0.01, Paired t-test)

ま
と
め

雨などによる湿度の上昇を感知して樹皮上に現れる
→水によって染み出た摂食刺激物質によって樹皮上での摂食行動が促進されると考えられる？

樹皮表面が残っているブロック
を入れた方が，糞の量が多い
（Mann-Whitney’s U-test, P<0.01）

・両抽出法とも，樹皮表面の成分を含
んだろ紙の方が食痕の面積は大きい
・抽出法２で統計的な有意差あり
（図６：抽出法１ P ＞0.05,Paired t-test)
（図７：抽出法２ P ＜0.05,Paired t-test)

<抽出法1によるろ紙法>

湿度の上昇を感知 樹皮上に現れる

水分を多く含む樹皮 摂食量が増加

今年度の仮説

樹皮表面成分に摂食を刺激する物
質が存在するのでは？

〇昨年度の研究成果

調査A

方法

図３ 樹皮表面の有無と糞の量の関係

樹皮表面がある方が，摂食量
が多くなる。樹皮表面を好んで
摂食している図２ 実験①の実験容器

方法

１ 樹皮表面と内部の成分それぞれを
70%エタノール,100%エタノール,
n-ヘキサンで順番に24時間×2回
抽出(図４)

２ 実験容器(図５)を作成
３ 供試虫1頭を入れ，暗条件で24時間
静置

４ 食痕を黒く塗りつぶし，黒色の面積を
ImageJで測定し，比較

※ろ紙法・・・成分を滴下したろ紙を昆虫が噛み，ついた食痕の面積を比較

<抽出法２によるろ紙法>

１ 樹皮表面と内部の成分それぞれを
10%エタノール,100%エタノール,
n-ヘキサンで順番に24時間×2回
抽出

２ その他の方法は「抽出法１による
ろ紙法」に準じた

結果と考察

図６ 抽出法１によるろ紙法結果 図７ 抽出法２によるろ紙法結果

樹皮表面を好む理由には，
成分の影響もある！

調査B

方法

図８ 樹皮表面からの直接抽出 図９ 直接抽出によるろ紙法結果

結果と考察
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樹皮表面の摂食刺激物質
は，水に溶けやすい高極
性の成分？


